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沖縄県内の海岸の防災力の変遷



要 旨

沖縄 県 の沿岸 で は､ 発達 した リー フ先端 部付近 にお いて､ 波 が砕波

す る場 合 が多 くみ られ､ 海岸 工学 的 に は､ この砕波 は波 浪 を衰 退 させ

る作用 が あ る｡ このよ うな波 浪 にお よぼす リー フの影響 は､ 海 岸 の防

災力 を考 え る上 で重要 な要素 の一 つ にな って い る｡ 沖縄 県 にお いて は､

陸地面積 に対 して海岸線 の総 延長 は長 くな って お り､ 複雑 で屈 曲 の著

しい海 岸地形 で あ る｡

本研究 の 目的 は､ 沖縄本 島 および周辺 の島 々の海 岸地 形 の変 遷 を明

らか に し､ その結 果 に基 づ き防災力 の長期 変化 を調 べ る もので あ る｡

海岸地形 の変化 は､ 国土地理 院発行 の地形 図 (1921､1961､1972､19

75､1983年別 図) に基 づ いて調査 した｡ 防 災力 の変 遷 を み るにあた っ

て､ 1921年 の リー フ内面積 を海岸 の防災力 に対 す るひ とつの指 標 と し

た｡ その結果､ 南部西海 岸､ 南部東海 岸､ 中部 東海 岸 において リー フ

内面積 は減少 して お り､ それ に伴 い防災力 も減少 の傾 向 にあ る ことが

推察 された｡
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第1章序論

沖縄 県 は 日本列 島 の南端 に位置 し､ 四方 を海 で囲 まれ た島唄 で あ る｡

気候 的 にみ る と亜熱帯 気候 に属 して お り､ 年 間 を通 じて気温 は比 較 的

高 く温 暖 であ る｡ しか しなが ら6月か ら9月 頃 にか けて､ 毎年 数 個 の

台風 が来襲 し､ それ に伴 う自然災害 は極 めて厳 しい ものが あ る｡ 一方､

その陸地面積 は､ 2244平方 キ ロメー トルで あ り､ 全 国 的 には東 京都 に

つ ぎ四番 目に小 さい､ また沖縄県 の海 岸線 の総 延長 は約 1300キ ロメー

トルに達 して お り､ 長 崎､ 北 海道､ 鹿 児島 につ いで全 国第 四位 とな っ

て い る｡ この よ うに陸地面積 に比較 して長 い海 岸線 を有 す る とい うこ

とは､ 複雑 で屈 曲 の著 しい海 岸地形 で あ る ことを表 して い る｡ さ らに､

台風､ 津波､ 高潮等 の 自然 の外力 や港 湾建設､ 埋立､ 防波堤 の設 置等

の人工 的 な作用 は､ 一層､ 海岸地形 を複雑 にす る もので あ る｡

近年 の海岸工学 において､ 海浜過程 を取 り扱 った研 究 は､ 冒 ざま し

い進展 が あ るに もかかわ らず､ 沖縄 県 の海 岸地形 につ いて は､ 未知 な

部分 が多 く存在 す る｡ そ こで本研究 で は､ 沖縄 本 島 お よび周辺 の島 々

につ いて､ 大正 時代 か ら現在 に至 る海岸地 形 の変遷 を明 らか に し､ そ

の結 果 に基 づ いて､ 防災力 の長期変 化 を調 べ る もので あ る｡ 沖縄 県 の

海岸 の よ うに､ リー フを有 す る海岸 は､ 波 浪 に対 して 自然 の防災力 を

持 って い る とい うことが言 え る｡ その際､ 最 も重要 な こ とは､ リー フ

の海岸線 に対 す る沖方 向へ の距離 で あ る｡ す なわ ち､ その リー フの距

離 が長 い程､ 波浪 減衰効 果 は顕著 に現 れ る｡ しか し､ 実 際 の海岸 にお

ける リー フの形状 は､ 非常 に複雑 で あ り､ その距離 を求 め る こ とは極

めて困難 で あ る｡ そ こで本研 究 にお いて は､ 各 海岸 にお け る1921年 の

リー フ内面積 を､ 海岸 の防災 力 に対 す るひ とつ の指 標 と して､ その変

遷 を推 察 す る もので あ る. 以 上 の観 点 か ら､ 本論文 は､ 序論 に続 いて､

第 2章 で は､ 沖縄気象 台 の那 覇 にお け る気象 デー タを用 いて､ 台風､

降水量､ 風 向､ 風 力 の特性 を示 し､ 第 3章 で は､ 国土地 理 院発 行 の1/

50.000地 形 図 (1921年､ 1961年､ 1972年､ 1975年､ 1983年 別 図) を用

い､ 各 海岸線 の分類､ 延長､ 地形変 化､ お よび リー フ内面積 の変遷特

性 を示す｡ 最後 に､ 第 4葦 で は本研 究 の主 な結 果 を要 約 して結 論 とす

る｡
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第2章沖縄県の気候特性

2- 1 調査 方 法

沖縄 県 の気候特性 は､ 沖縄 気象台発 行 の気象年鑑 (1940-1986) を

用 いて､ 台風､ 降水量､ 風 向､ 風力 の 4つ を解析 した｡ 観測場 所 はい

ずれ も那覇市 で あ る｡ 解析 す るにあた って は､ パー ソナ ル ･コ ン ピュ

ー タを用 いた｡ 図-2.7.1-2.7.16は､ 年度 別 の那覇市 におけ る降水量

を示 す｡ 棒 グ ラフは 日雨量 を示 して お り､ 折 れ線 グ ラフは月 間総 雨量

を示 して い る｡ 図-2.6.1-2.6.16は､ 年度 別 の那覇 市 におけ る風 向頻

度分布 を示す｡ 図一2.5.1-2.5.16は､ 年度 別 の那覇市 にお け る風 力分

布 を示 す｡ 風 力 グ ラフは外側 よ り風 力 の最 大値､ 平均 値 お よび最 小値

を示 して い る｡

2- 2 那覇市 におけ る降 雨特性

沖縄 県 は年 間降水量 2000mmを越 え る多雨地域 で あ る｡ 図-2.4.1は19

70-1986年 の那 覇市 にお け る降水量 の統計 を示 す｡ 1975年 にお いて は､

3000mmを越 えて お り､ 次 いで 1978年 は2700mmとな って い る｡ 1976年 お

よび1977年 は雨量 が最 も少 な く､ 干 ぱっ に見舞 われ た もの と思 われ る｡

各年 を通 して見 る と､ 3- 5月 と､ 6- 8月 に 2つ の ピー クが あ り､

前者 は梅 雨､ 後者 は台風 によ る影響 が あ る もの と思 わ れ る｡ 日降水量

において は､ 過 去 15年 で､ 200mm以上 が 4回､ 100mm以 上 が40回 を記録

して お り､ 4年 に 1回 は200mTn以上 の雨 に見罪 われた こ とにな る｡

2- 3 那覇市 におけ る風 向 および風 力特 性

図-2.2.1は､ 那覇市 の15年 間の風 向頻度分布 (%) を示す｡ これ に

よる と､ 最 も卓越 した風 向 は､ NN Eの14.9%､ 汐こいで NElユ.9%､

Eの11.7%､ SW の8.1% とな って お り､ 北 東 およ び南 西 の風 が多 い｡

一方､ 北 西 と南東 は､ NW -2.0%､ NNW -3.1%､ W NW -1.8%､

SE-4.9% とな ってお り､ 極 めて小 さい値 を示 して い る｡ また最大風
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速 が20m/Sを越 え る 日が19回発生 して お り､ 5年 に一 度 は､ 最 大風速 が

35m/S以上 に達 す る傾向 にあ る｡ さ らに､ 平 均 風速 が20m/S以上 の暴風

が20時 間以上続 いた例 は､ ここ16年 間 に 5回 も起 こ って い る｡ 那覇市

の年 平均 風速 は､ 6-8m/Sで これ は､ 各方 向 と もほぼ共通 で あ る｡

2-4 沖縄 の台風特性

沖縄地 方 にお け る最 も顕 著 な気象 災害 は台風 で あ る｡ 琉球 列 島 は､

台風径路 の転 向点付近 に位 置 して お り､ そ の進 行速度 は遅 く､ 従 って

強風 の吹送時 間が長 い と言 え る｡ 故 にその被害 は大 き くな る傾 向 にあ

る｡ 図-2.3.1-2.3.3は､1920年 か ら1985年 の65年 間 に発生 した台風 お

よび沖縄 へ影響 を及 ぼ した と思 われ る台風 と､ その最大 風速 を示 した

もので あ る｡ これ らの図か らわか るよ うに年 間 25個 の台風 が発生 して

お り､ その うち約 4割 が沖縄 の極近 海 を通過 す る｡ 一年 間 に発 生 す る

台風 の約 7割 は 7月か ら 10月 にか けて発生 し､ 8月 が最 も多 い｡ 沖

縄 へ の襲 来数 も8月が ピー クにな って い る｡ 従 って､ 沖 縄 に襲 来 す る

台風 は強烈 な ものが多 く､ 中心気圧 が960mmb以下 の強 い台風 が 53%､

930mmb以下 の非常 に強 い台風 が13% もあ る｡ 沖 縄 で は､ 梅 雨期 が終 わ

った後､ 寒冷期 に入 るまで の雨 はほ とん ど台風 の襲 来 に よ る もので あ

り､ 年 間降水量 の25%が台風 によ る もので あ る｡ 台風 一 個 の もた らす

総降水量 は､ 径路 によ って も大 き く違 うが､ 那 覇市 の場 合 を見 て み る

と約 110mm程度 で あ る｡
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図 - 2 .2.1 那 覇 の 風 向 頻 度 (1970-1986年 )
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第 3葺 海岸 線 の 分 類 と 防 災 力 の変 遷

3- 1 調 査 方 法 お よび海 岸 区分

沖縄 本 島 の海 岸線 を図-2.1.1に示 す よ うに便 宜 上 6つ に区分 した｡

北部 西 海 岸 :辺 戸 岬～備 瀬 崎 まで､ 中部 西 海 岸 :備 瀬 崎 ～残 波 岬 お よ

び伊 江 島 まで､ 南 部西 海 岸 :残波 岬 ～菖 屋 武 岬 まで､ 南 部 東 海 岸 :喜

屋武 岬 ～ カ ンナ岬 まで､ 中部 東海 岸 :カ ンナ崎 ～辺 野 吉 崎 まで､ 北 部

東海 岸 :辺 野 吉崎 ～辺 戸 岬 まで とす る｡ さ らに､ 海 岸 線 は最 も一 般 的

な地 形 で あ る砂 海 岸､ 崖 海 岸､ 入 り江海 岸 の三 つ に分 類 し､ そ の延長

を求 めた｡ 尚､ 海 岸地形 の変 化 は､ 国土地 理 院 発 行 の1/50.000地 形 図

(1921年､ 1961年､ 1972年､ 1975年､ 1983年 ) に基 づ いて調 査 した｡

延長 に関 して は､ 各年 の地 形 図 を各 海 岸別 にデ ジタ イザ にお いて 2mm

間隔 で読 み取 った｡ そ の解 析 は､ パ ー ソナ ル ･コ ン ピュー タを使 用 し､

出力 は XYプ ロ ッタに よ って行 った｡ 図-3.1.1か ら図-3.1.25は､ そ の

際 出力 した図 で あ り､ 各 海 岸線 にお け る地 形 変 化 お よ び海 岸 分 類 別 延

長 を示 して い る｡ 点線 は､ 砂 海岸､ 破 線 は崖 海 岸､ 実 戦 は人工 海 岸 を

示 して い る｡ 地 形 変化 にお いて は､ 紫 -1921年､ 茶 -1961年､ 赤 -1972年､

育-1975年､ 緑 -1983年 とな って い る｡ 図 の横 軸 お よ び縦 軸 の単 位 はキ

ロメー トルで あ る｡ 尚､ リー フ面 積 を求 め るに当た って は､ あ らか じ

め コ ン ピュー タ に入 力 させ た地形 デ ー タを もとに､ 台形 公式 を用 いて

算 出 した｡

3- 2 各海 岸 線 の延 長 と変 形特 性

(1)北 部西 海 岸

沖 縄 本 島最 北 端 に位 置す る辺 戸 岬 よ り西 海 岸 を下 って､ 本 部 半 島､

備潮 岬 まで を北 部 西海 岸 とす る｡ さ らに細 か く､ 6つ の海 岸 に区分 し､

それ ぞれ の海 岸線 の変 遷 を以 下 に述 べ る｡

a)辺 野善 海 岸 :図-3.4.1は辺 野 喜 海岸 にお け る海 岸 線 の変 遷 を示

して い る｡ この海 岸線 の特 徴 は主 と して崖 が発 達 して い る点 で あ り､
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1921年 か ら1975年 にか けて は､ 約 11.5kmとな って い る｡ 一 万､ 1983年

に､ 人工 海 岸 が急 激 に増 加 し､ 10.46kmとな って お り､ 砂海 岸 は約 4k

Tn減少 して い る｡ 図-3.1.1は この海 岸 の地 形 変 化 を示 した もの で あ る｡

これ に よ る と､ 辺 戸岬 か ら宜 名真 にか けて の崖 海岸 は､ ほ とん ど変 化

が見 られ ない｡ 宜 名実 海岸 は､ 1961年 か ら1975年 にか けて､ 砂 浜 が約

140m後退 して い る｡ リー フは宜 名実 か ら南 方 へ帯状 に分 布 して い る｡

その面積 は約 1.2km2とな って お り､ 60年前 と比 較 す る と約半 分 に な っ

て い る｡ この海 岸 にお け る リー フの分 布 は､ 他 海 岸 と比 べて少 な い と

思 わ れ る｡

b)辺 戸 名海 岸 :国頭村 赤 丸岬 か ら北方 の与 那 川 付 近 の海 岸 で､ 延

長 は23kmで あ る｡ 図-3.4.2は､ 辺 戸 名海 岸 の変 遷 を示 す｡ 1921年 は砂

浜 が 多 く存在 し､ 崖 は少 な い ことがわ か る｡ 人工海 岸 の増 加 に伴 い､

延長 は60年前 と比 較 して約 1km増 加 して い る｡ 図-3.1.3を見 る と特 に

目立 った海浜 変 化 はな く､ 1975年 か ら辺戸 名海 岸 付 近 にお いて港 湾建

設 の影 響 が見 られ る｡ リー フは全 海 域 に一 様 に分布 して お り､ 面 積 は

2.6kTn2とな って い る｡ 60年 前 と比 べ る と0.2km2減少 して い る｡

C)大 宜見 海 岸 :国頭 村 赤 丸岬 か ら塩屋 湾 白浜 まで の海岸 で､ 延長

は約 23kmで あ る｡ 図一3.4.3を見 る と､ 特 に人工 海 岸 が 目立 って お り､

全体 の約 70% とな って い る こ とが わか る｡ これ は､ 海 岸 沿 い に道 路 が

設 置 され たた めで あ る｡ 1921年 に は､ この海 岸 一帯 に は広 く砂 浜 が分

布 し､ その延 長 は約 21kmで あ った｡ しか し1983年 に は 6kmとな って い

る｡ 一方､ 崖 海 岸 は少 な く､ 1.5kmとな って い る｡ 図-3.1.4を見 る と全

体 的 には著 しい変 容 は見 られ ないが､ この海 岸 南部 の塩 屋 湾 内 の 白浜

海 岸 が､ 複雑 な形 状 に変 貌 して い るのが見 られ る｡ リー フは赤 丸 岬 お

よび宮 城 島周辺 にお いて主 に分布 して お り､ 総 面 積 は1921年 に約 8.1k

m2で､ 近 年 にお いて は7.6km2とな って い る｡ リー フ面 積 に さほ どの変

化 は見 られ な い｡

d) 源河海岸 :名護市 の北 部 仲尾 か ら大 宜 味 村塩 屋 湾 白浜 まで の延 長

18kTnの海 岸 で あ るO 図-3.4.4を見 る と人工 海 岸 の発 達 が顕 著 で あ る こ

とが わか る｡ 崖 海 岸 は比 較 的少 な く約 3kmで あ る｡ 1972年 に造 られ た

人工 海岸 は､ 近年 で は約 60% を越 えて い る｡ 図-3.1.5の中で左 側 の島

が奥武 島 で､ 右 側 が宮 城 島 で あ り､ 約 60年 間 で両 島 と もに複 雑 に変 化

して い るのが わ か る｡ リー フは主 に､ 津波 海 岸 にお いて発達 して お り､
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稲嶺 付近 に もわず か に点 在 して い る｡ 総 面 積 は1.8km2とな って い る｡

e)羽地 海 岸 :今帰 仁村 崎 山か ら名護 市 仲 尾 まで の海 岸 と屋 我 地 鳥､

古宇利 島 か ら成 り､ 延 長約 41kmで あ る｡ 崖 海 岸 の変 動 は それ ほ ど見 ら

れ な く約 14kmで あ る｡ 砂 海 岸 は60年 間 で約 8km減 少 して い る｡ 図-3.1.

6で は屋我 地 鳥 の北 岸 の砂浜 にお いて､ 60年 間 で 70mの汀線 前 進 が 見 ら

れ る｡ 南 岸 で は約 140m､今帰 仁村 兼 久 にお いて も約 140mの汀線 前 線 が

あ る｡ 仲 尾 の西 海 岸 で は､ 約 60年 間 で 350mの汀線 後 退 が見 られ る｡ リ

ー フは古宇利 島 と本部 屋我 地 間 の海 域 お よ び屋 我 地 鳥北 方 の海 域 に広

く分 布 して お り､ 総面 積 は1921年 が約 21.2km2､ 1983年 が約 18.0km2で

あ り､ 約 60年 間 で 2kTn2程度 減少 して い る｡ この海 岸 は不 安 定 な海 岸 と

いえ る｡

f)具 志頭 海 岸 :本 部 町備 瀬崎 か ら今帰 仁村 崎 山 まで の延 長 約 10.5

kmの海 岸 で あ る｡ 現在 に至 るまで､ 人工 海 岸 は ほ とん ど見 られ な い0

図-3.1.2で は今 泊 の砂 浜 が約 50m後退 して い る こ とが わ か る｡ リー フは､

海岸 の中心 付近 の沖 合 い に広 く分 布 し､ 備 瀬 崎､ 崎 山付 近 はわず かで､

総 面 積 は6.7km2とな って お り､ 60年 前 と比 較 す る と､ 約 0.6km2減 少 し

て い る｡

(2) 中部西 海 岸

本部 半 島備 瀬 崎 よ り読 谷 村 の残 波 岬 まで の海 岸 お よ び伊 江 島 を中部

西海 岸 とす る｡ この海 岸 の特 性 を以 下 に述 べ る｡

a)伊 江島海 岸 (図-3.1.7) :本 部 半 島沖 合 い約 6kmの位 置 に あ る

この島 は､ 本 島周 辺 の島 と して は最 大 級 とな って お り､ 延長 約 22.1km

で あ る｡ 畠 の南 岸 にお いて砂 海 岸 が分 布 し､ 北 岸 に は崖 が広 く分 布 し

て い る｡ 約 60年 の経過 で､ 南 岸 の砂 海 岸 で は､ 約 70mの汀線 前 線 が見 ら

れ､ 北 岸 の北北 西 に面 す る海 岸 で は､ 約 140m汀線 が後退 して い る｡ リ

ー フは西 岸､ 南 岸､ 東 岸 に広 く分 布 して お り､ 北岸 へ の分 布 は見 られ

な い｡ 北 岸 で侵 食 作用 が著 しいの は､ リー フ分 布 の影 響 す る もの と考

え られ る｡ また､ 現在 の総 面 積 は､ 約 5.9km2とな って お り60年 前 と比

較 して約 0.5km2減 少 して い る｡

b)渡 久地 海 岸 (図-3.1.8) :本 部 町備 瀬 崎 か ら本 部 町塩 川 の海 岸

お よ び顧 慮 島 を含 み､ 延長 は約 26kmで あ る｡ 砂 浜 は60年 間 で約 8km滅
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少 して い る｡ 一方､ 崖海 岸 は､ 約 10kmで ほ とん ど変 化 して いな い｡ 浜

崎港 はか つて砂 海 岸 で あ り､ 1921年 か ら1972年 の51年 間 で約 70mの汀 線

後退 が生 じて お り､ 1975年 か ら沖 合 い-約 210m埋 め立 て られ て い る｡

瀬底 島 の西 岸 で は､ 約 210m汀線 が後退 して い る｡ 塩 川 付 近 の海 岸 で は､

1921年 か ら1972年 の51年 間 で､ 汀線 は140m後退 したが､ その後 1983年

まで の11年 間 で約 140m汀線 は前進 して お り元 の位 置 に な って い る｡

C)名護海 岸 (図-3.1.9) :本 部 町 の南 端 か ら名 護 市 部 瀬 名岬 まで

の約 21kmの海岸 線 で あ る｡ 砂 海岸､ 崖 海 岸 と もに減 少 の傾 向 が あ り､

特 に砂 海 岸 の減少 は著 し く､ 1921年 に約 13.96kmで あ ったが 60年 後 に は

7.08kTnとな って い る. 名護市 安和 の海 岸 で は､ 60年 間 で約 140両丁緑 が

前進 して い る｡ 1975年 よ り名 護海 岸 において､ 大 規 模 な埋立 が見 られ

る｡ また､ 喜 瀬 海 岸 で は約 60年 で100m程 の海 岸 侵食 が見 られ る｡ 一 方､

リー フは名護 市 を境 と して南 岸 に帯 状 に分 布 して い るが､ 北 岸 部 で は

ほ とん ど見 られず､ 総 面積 は2.7km2で あ り､60年 前 と比 較 して0.6kTn2

の減 少 が あ る｡

d)伊 武部 海 岸 (図-3.1.10) :恩 納 村 の万座毛 か ら名護 市 部 瀬 名 崎

の延長約 17.3kmの海 岸 で あ る｡ 他 の海 岸 と異 な り砂 海 岸 が60年 で約 3

km増加 して い る｡ 万座 毛 の崖 海岸 は､ 約 100m侵 食 され て い る｡ リー フ

は万座 毛 付近 を除 く海域 に分 布 し､ 総 面積 は約 5.1km2で あ る｡

e)真 栗 田海 岸 (図-3.1.12) :読 谷村 残液 岬 か ら恩 納 村 万座 毛 まで

の約 25kmの海 岸 で あ る｡ 1921年 12.6kmで あ った 砂浜 は､ 1972年 に は1.

4km増加 し､ それ以 後 は減 少 して い る｡ 崖 は約 10kmあ り､ あ ま り変 化 が

見 られ な い｡ 残 液 岬 の東 岸 付近 と実 業 田岬 の東 岸 で は､ 約 140m崖 海 岸

が侵食 されて い る｡ リー フは､ 残 波 岬 の東 岸 お よび真 栗 田岬 の東 岸 に

おいて発達 して お らず､ それ以外 の海 岸 に広 く分布 して お り､ リー フ

総面積 は約 12.1km2で あ る｡

(3)南 部西 海 岸

a)読 谷海 岸 (図-3.1.ll) :読 谷 村残 波 岬 よ り嘉 手 納 町比 謝 川 付 近

の海岸 で､ 延 長 は約 10kmで あ る｡ 砂 辺 は､1921年 か ら1961年 にか けて

約 1.3km増 加 し､ そ の後､ 年 々わず か づっ減少 して い る｡ 崖 海 岸 は約 2.

57kmあ ったが､1972年 に は約 2km増 加 し､1983年 に は約 0.9km減 少 して
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い る｡ 残 液岬 の南 方 の付近 で は砂 浜 が約 20m前 進 して い る｡ リー フ総 面

積 は約 12.1km2で あ る｡

b)砂辺 海 岸 (図-3.1.13) :嘉 手 納 町比 謝 川 の河 口か ら港 川 の空 寿

崎 まで の延長 約 24.31kmの海 岸 で あ る｡ この地 区 の海 岸 線 は年 々埋 め立

て られ､ 延長 は約 6km増大 して い る｡ 1961年 に約 16kmあ った砂 浜 は､

1972年 に は､ 約 1/4の 4kmに減少 して お り､ 1983年 に は､ 約 2.3kmとな

って い る｡ 北 谷 町砂辺 で は､ 1921年 か ら1961年 の40年 間 で汀線 が約 70

m前進 して お り､ 1972年 以 降 は大 規 模 な埋 立 が な され て い る リー フは､

砂辺 か ら北 前 間 の海域 で広 く分布 して い るが､ 砂辺 の埋 立 に よ りその

付近 の リー フは､ か な り減 少 して い る｡

C)那 覇海 岸 (図13.1.14) :浦 添 市空 寿 崎 か ら那 覇 市大 嶺 岬 の約 3

4kmの海 岸 で あ る｡ 沖縄 県 で最 も人 口の集 中す る地 区 で あ り､ そ のた め

人工 海 岸 の発 達 は著 しい ｡ 60年 間 で埋 立 に よ る海 岸 線 増 加 量 は約 4km

に達 して い る｡ 1961年 に延 長 が減 少 して い るの は､ 奥武 山地 区 の埋 立

によ り､ 小禄 地 区 と陸続 きに な った た めで あ る｡ 安 謝 付 近 は､ 1921年

か ら1961年 にか けて砂 浜 が約 100m後 退 して い る｡ リー フは､ 浦 添 市 沖

合 いの海 域 の み に存在 し､ 那 覇市 沖 合 いの海 域 は ほ とん ど埋 め立 て ら

れて お り､ リー フ ら しさ もの は見 当 た らな い｡ 現在 の リー フ面 積 は4.

4km2で 60年前 と比 較 す る と半 分以 下 とな って い る｡

d)豊 見城 海 岸 (図-3.1.15) :那 覇 市 大 嶺 岬 か ら菖 屋武 岬 まで の約

35kmの海 岸 で あ る｡ 比 較 的変 化 の見 られ な い崖 海 岸 も60年 で 1/5に減 少

して い る｡ 海 岸 延 長 は､17.5km増 加 して い る｡ 東 岸 に み え る畠 は､ 瀬

長 島 で あ り1961年 頃か ら海 中道路 の建 設 が進 め られ た｡ 糸 満 市 名城 の

砂 海岸 は､ 1961年 まで約 70m前 進 して きて い る｡ この地 区 の海 域 は県 内

で最 も広 い リー フ内総 面 積 を有 し､ 20.6km2に達 して い る｡ 近 年 の埋 立

によ り､ 60年 前 と比較 す る と約 7km2減少 して い る｡

(4)南 部 東 海 岸

糸 満 市 壷屋 武 岬 か ら東 海 岸 沿 い に北 上 し､ 与 勝 半 島 カ ンナ崎 まで の

海岸 を南 部東 海 岸 とす る｡ さ らに この海 岸 を 4つ に区分 し､ 以 下 にそ

の特 性 を述 べ る｡

a)具 志頭 海 岸 (図-3.1.16) :菖 屋武 岬 か ら北 東 -約 13kmの位 置 に
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あ る雄 樋 川 河 口付近 まで とす る｡ この海 岸 は､ 主 に崖 が 多 く見 受 け ら

れ約 10kmあ り､ 全 体 の70% を 占め る｡ 全 体 的 に著 しい海 岸 侵 食 は見 ら

れ な いが､ 荒 崎 付 近 の崖 海 岸 が約 60年 で70mの侵食 が み られ るO 米 碩 付

近 の砂 浜 はほ とん ど変 化 はな く､ 雄 樋 川 の南 西 部 の海 岸 で約 70mの汀線

後退 が見 られ る｡ リー フは一 様 に分布 して い るが面 積 は非常 に少 な く

1.5km2足 らず で あ る｡

b)玉 城海 岸 (図-3.1.17) :具志 頭村 雄 樋 川 河 口付 近 か ら奥 武 島 を

含 む知念 村知 念 崎 まで の海 岸 で､ 延 長約 14kmとな って い る｡ 1961年 頃

まで に砂 海岸 は0.7km増 加 して い る｡ その後 は減 少 し､ 1983年 で は4.4

3kmとな って い る｡ 海岸 線 の変化 はあ ま り見受 け られ な い｡ 百 名 付近 で

約 30m､汀線 が前 進 して い る｡ リー フ分布 は他 海 岸 と異 な って お り､ 東

方 の沖 合 いにあ る久高 島付 近 まで突 出た形 状 とな って お り､ 総 面 積 は

15.7km2で あ る｡

C)与 那原 海 岸 (図-3.1.18) :知 念崎 か ら北 中城 村 の奥武 岬 まで の

41.5kmの海岸 で延 長 は最 も長 い｡ 1961年 か ら1972年 にか けて､ 約 8km

の海岸 延 長 の増 加 は､ 埋 立 に よ る もので あ る｡ 砂 海 岸 は､ 1972年 か ら

1975年 まで の 3カ年 で約 8km減少 して い るが､ 近 年 で は一 定 とな って い

る0 -万､ 人工 海 岸 の 占め る割 合 は非 常 に高 く､ 崖 は ほ とん ど見 当 た

らな い｡ 1972年 か ら北 中城 伊 会堂 お よ び西 原 町樹 保 久 に お いて､ 大 規

模 な埋 立 が み らオ'Lる｡ 一 方､ 知念 村 久 原 にお いて は1975年以 前､ 砂 海

岸 で あ り約 70mの侵 食 が み られ た｡ 知 念 半 島周 辺 お よ び西 原､ 中城 の海

域 にお いて は リー フが よ く分 布 して い る｡ 与 那 原 町 か ら津波 古 にか け

て の海 岸 で は､ さほ ど発達 して お らず､ 総 面 積 は13.5km2で60年 前 と比

較 す る と 2km2減 少 して い る｡

d)勝 連海 岸 (図-3.1.20) :北 中城 村 奥武 岬 か ら勝 連 町 カ ンナ崎 ま

で の約 23kTnの海岸 とす る｡ 年 々減 少 の傾 向 にあ る砂 海 岸 は､ 1983年 に

はわず か なが ら増 加 して い る｡ この海 岸 は古 くか ら人工 海岸 の 占 め る

割 合 は高 い｡ 延 長 は､1961年 に約 1km減 少 した が､ そ の後 は増 加 して

い る｡ 図-3.4.20において､ そ の東 方 の砂 浜 は桟 橋 の造 らjlる以 前 (1

961年 ) よ り桟 橋 の右 側 へ約 100m移 動 して い る｡ この こ とか ら桟 橋 が砂

浜 に何 らか の影 響 を与 えた もの と考 え られ る｡ また､ 勝 連 の南 岸 付 近

で は､ 約 100mの汀線 後退 が あ る｡ この海 域 の リー フは､ 海瀬 付 近 か ら

勝連 町 の西原 まで の湾 内 に集 中 して分 布 して お り､ 海 瀬 か ら奥武 崎 お
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よび西 原 か らカ ンナ崎 まで の海域 にお いて は､ ほ とん ど リー フの存 在

が確 認 で きな い｡ 総面 積 は､ 9.2km2で 60年 前 と比 較 す る と約 3.3km2減

少 して い る｡

(5) 中部東 海 岸

与勝 半 島 カ ンナ崎 か ら名護 市辺 野 古 お よ び平 安 座､ 宮 城､ 伊 計 島 を

含む海 岸 を中部 海 岸 と し､ 以 下 に各 海 岸 の特 性 を示 す｡

a)与 那城 海 岸 (図-3.1.19) :勝 連 町 カ ンナ崎 か ら具志 川 市 手 堅 ま

で の約 17.4kmの海 岸 で あ る｡ 比 較 的古 くか ら人 工 海 岸 が発達 して い る｡

それ は1921年 に は約 10%で､ 1983年 に は50% を越 えて い る｡ 一 方､ 砂

浜 は､ 12kmか ら約 5kmに減 少 して い る｡ 崖 海 岸 に関 して は何等 変 化 は見

られ な い ｡ 与 那 城村 照 問付近 の約 2kmにわ た る砂 海 岸 で は､ 60年 間 で

約 70Tnの汀線前 進 が見 られ る｡ 薮 地 鳥 にお いて は､ そ の北 岸 で約 200mの

汀線 後 退 が み られ る｡ この海 岸 の リー フは､ 東 方 の沖 合 い にあ る平 安

座 島 まで達 して お り､ 平 安座 海岸 と区別 す るた め海 中道 路 の 中 間 付近

を境 界 と した｡ カ ンナ崎 付近 にお いて は､ リー フ ら しさ もの は見 受 け

られ な く､ 総 面 積 は7.0km2で 60年 前 とほ とん ど変 わ って いな い｡

平 安 座 海 岸 (図-3.1.21) :浜 比 嘉 島､ 平 安 座 島､ 宮 城 島､ 伊 計 島 か

らな り延 長 は､ 約 47.1kTnの海 岸 で あ る｡ 但 し､ 海 中道 路 も含 ん で い る｡

1975年 頃 か ら平 安 座 島 と宮 城 島 の問 の海 岸 は､ 大 規 模 な埋 立 が 行 わ れ､

原油備 蓄 基地 とな って い る｡ 平安 座 島 の東 岸 の海岸 で､ 約 70mの汀線 後

退 が あ る｡ 浜 比 嘉 の南 岸 の砂 浜 にお いて は､ 約 200mの汀線 前 進 が あ る｡

県内 で第 3位 の リー フ内面 積 を有 す る この海 域 は､ 平 安 座､ 宮 城､ 伊

計 にわ た って分 布 して お り､ 特 に宮 城 島 の南 方 沖 合 いで広 く分 布 して

い る｡ 一 方､ 浜比 嘉 島周辺 の海域 にお いて は ほ とん ど リー フの存 在 は

見 られ な い｡ リー フ内面 積 は13.6km2とな って お り60年 前 と比 較 す る と

6.4km2減 少 して い る｡

石 川海 岸 (図-3.1.22) :具志 川 市 宇聖 か ら､ 金 武 町屋 轟 まで の約 1

6kmの海 岸 で あ る｡ 1921年 は､ 約 6kmあ った砂 海 岸 は1983年 に は ゼ ロ と

な って い る｡ 崖 海 岸 もわず か なが ら増 加 の傾 向 が あ る｡ 石川 市 赤 崎 付

近 で は､ 1972年 よ り約 0.5km2埋 め立 て られ た こ とが わ か る｡ そ れ以 前

は砂 浜 で あ り､ 40年 間 で約 30mの侵 食 を受 けて い る｡ この海 岸 の リー フ
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はほ とん ど確 認 で きず､ 県 内 で も最 も少 な い｡ 面 積 は､ わず か な が ら

0.2km2 とな って い る｡

金 武 海 岸 (図-3.1.23) :金武 町屋 嘉 か ら金 武 岬 にか けて の海 岸 で､

延長約 12.4kmとな って い る｡ 全休 を通 して砂 浜 の多 くみ られ る海 岸 で

あ るが 1983年 に人工 海岸 が､ 約 40%急 増 して い る｡ 伊 芸 付近 の砂 浜 で

は､ 侵食 が約 50mに達 して い るo 金武 岬 か らブ ルー ビー チ にか けて の海

域 で リー フが存 在 し､ 他 の海 域 で は ほ とん ど見 受 け られ な い｡ 面 積 は

3,0km2で60年 前 と比 較 す る と0.7km2の減少 が あ る｡

宜野 座 海岸 (図一3,1.24) :金 武 岬 か ら名 護 市辺 野 古 岬 まで の延長 約

27kmの海 岸 で あ る｡ 1972年 よ り人工 海 岸 は出現 して い るが､ そ の増加

はあ ま り見 み られ な い｡ 億 首 川付近 で は､ 変 わ った汀線 変 化 が 見 られ

た｡ 1921年 か ら1972年 にか けて は､ 約 70m前 進 して い るが､1975年 か ら

1983年 にか けて は侵食 されて い る｡ 一 方､ 漢 那 の東 方 に お いて 1921年

か ら1972年 まで は､ 約 50m侵食 され て､ そ の後 の汀線 は前進 して い る｡

名護 市'豊 原付近 の約 6kmの海 岸 で は60年 間 で約 70nl汀線 が前 進 して い る｡

この海域 の リー フは､ 海 岸 地 形 に沿 って広 く分 布 して お り､ 面 積 は第

4位 の18.8km2とな って い る｡ 60年 前 と比 較 す る と約 1.0km2減 少 して い

る｡

(6)北 部東 海 岸

名護 市辺野 吉崎 か ら本 島最 北端 の辺 戸 岬 まで の海 岸 を北 部 東 海 岸 と

す る｡ 以下 この海 岸 の特 性 を述 べ る｡

大 浦海 岸 (図-3.1.25) :名護 市 辺 野 古 か らバ ン崎 の約 24.6kmの海 岸

で あ る｡ 近年､ 砂 海岸 の減 少 は特 に著 しく､ 1921年 に18.4kmあ ったが

60年 で 9.7kmとな って お り､ 人工 海 岸 の出現 す る1975年 以前 か らそ の傾

向 は見 られ る｡ 延 長 は60年 で約 1km減 少 して い る｡ この海岸 は､ 他 の

海岸 と比 べて海 岸 の変 化 が顕 著 で あ る｡ バ ン崎 の西 方 の約 2.5kmの海 岸

で､ 汀線 が最 大 350m後 退 して い る｡ 江 問川 の東 方 も最 大 210mの汀線 が

後退 して い る｡ この海 岸 は､ 侵食 作 用 の強 い海 岸 と言 え る｡ この海 岸

にお いて は､ 辺 野 吉崎 か ら大 浦 にか けて リー フが見 られず､ 大 浦 か ら

バ ン崎 にか けて一 様 に分布 して い る面 積 は､6.8km2で 60年 前 と比 較 す

る と1.5km2減 少 して い る｡ 人工 海 岸 が少 な い割 に は､ リー フ減 少 率 が
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高 いのが特 徴 で あ る｡

平 良 海 岸 (図一3.1.26) :名護 市 ミウ シ岩 か らギ ナ ン崎 まで の 22･7k

mの海 岸 で あ る｡ 砂 海岸 は､ 1972年 を ピー クに減 少 して お り､ 1975年 か

ら人工 海 岸 が 出現 して い る｡ 延長 の ピー クは､ 1972年 で約 23.5kmあ り

1921年 と比 べ る と約0,5km変 化 して い る｡ ミウ シ岩 の北 方約 2.5km海 崖

にお いて､ 60年 で最大 約 210m､汀線 が後退 して い るのが特 に 目立 つ｡

一方､ 福 地川 河 口か らギ ナ ン崎 の約 8kmの海 岸 で平 均 70mの汀線 の前 進

が見 られ る. リー フは福地 川 河 口付 近 に広 く分 布 し､ ギ ナ ン崎 に近 づ

くにつ れ減 少 して お り､ 面 積 は8.6km2で あ る｡

安 波海 岸 (図-3.1.27) :東村 ギ ナ ン崎 か ら､ 国頭 村 イ ンキ ナ崎 まで

の約 21kmの海 岸 で あ る｡ 全 体 を通 して崖海 岸 が 多 く見 受 け られ る海 岸

で あ る｡ 延長 の変 化 は､ 60年 間で約 2.5km増 とな って い る｡ ギ ナ ン崎 か

ら新 川崎 の約 5kTnの海 岸 で の汀線 は前 進 して お り､ そ の最 大 値 は350Tn

で あ る｡ そ こを境 と して北 の海 岸 は侵 食 され て お り､ 最 大値 は210mと

な って い る｡ 安 波 川 の河 口付 近 の海 岸 は､ 210mの汀線 前 進 が あ る｡ こ

れ は､ 安 波川 か ら流 れ 出 る土 砂 が堆 積 した もの と推 測 され る｡ リー フ

は､ 海 岸 延長 の長 いの に比 較 して少 な い分 布 で あ り､ 新 川崎 北 部 か ら

イ シキ ナ崎 にか けて見 られ るだ けで あ る｡ 総 面 積 は1.9km2で あ り､ 60

年前 と比 較 す る と0.7km2減 少 して い る｡ 埋 立 が ほ とん どな い この海 岸

にお いて は､ 土 砂 の堆 積 が リー フ面 積 の減 少 に起 因 して い る と思 わ れ

る｡

輿海 岸 (図-3.1.28) :イ シキ ナ崎 か ら辺 戸 岬 まで の約 25.5kmの海 岸

で あ る｡ この海 岸 の形 状 は､ 県 内 の他 の海 岸 と比 べ複 雑 な形 を して い

るのが特 徴 で あ る｡ 1975年 まで人工 海 岸 は ゼ ロで あ った が､ 1983年 に

は約 2.5km増加 して い る｡ 砂 海 岸 お よび崖 海 岸 は と もに約 10kmあ り60年

間で崖 が多少 長 くな って きて い る｡ 汀線 変 化 は安 田川 河 口付 近 で最 ら

顕著 に見 られ 60年 間で約 200m前進 して い る｡ また､ 伊 江川 河 口 にお い

て も汀線 の前 進 が み られ た｡ 全 体 を通 して汀線 は前 進 して い る｡ この

地 区 は県 内で最 も雨量 の多 い地 区 で､ それ に よ り流 出 した土 砂 が堆 積

した のが主 な要 因 だ と考 え られ る｡ リー フは､ イ シキ ナ崎 の北 方 に位

置す る安 田海 岸 に主 に分 布 して お り､ 総面 積 は6.0km2とな って い る｡

60年 前 と比 較 す る と約 1km2減 少 して い る｡
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3- 3 各海岸 の リー フ内面積 にみ る防災力 の変遷

沖 か ら伝播 して きた波 は､ 水深 が浅 くな る とその形状 を維 持 す るこ

とが 出来ず砕波 す る｡ 従 って､ リー フのよ うな浅瀬 を有 す る海 岸 は､

波浪 に対 して 自然 の防災力 を持 って い るとい うことが言 え る｡ そ の際､

最 も重要 な ことは､ リー フの海岸線 に対す る沖方 向 へ の長 さで あ る｡

す なわ ち リー フの長 さが長 い程､ 波浪減衰効 果 は顕著 に表 れ る｡ しか

し､ 実際 の海 岸 におけ る リー フの形状 は､ 非常 に複 雑 で あ りそ の長 さ

を求 め る ことは､ 極 めて困難 であ る｡ よ って､ 今回､ 各 海岸 の防災力

を評価 す るに当た って は､ 各 海岸 で の1921年 の リ- フ内面積 を 100と し

た｡

図 上 3.5.1) お よび図 (-3.5.2) に各海 岸 におけ る リー フ内面 積 の

長期変化 を示 す｡ これ らの図 によ る と豊見城 海 岸､ 平安座海 岸､ 羽地

海岸､ 宜野座海岸 で リー フの発達 が著 しい｡ 一 方､ 具志 頭､ 石 川､ 安

波､ 辺野 喜､ 源河海岸 で は顕 著 な リー フの発達 は見 られ な い｡ リー フ

内面積 の減少率 をみ る と､ 辺野喜海岸 は､ ほぼ一定 で あ るの に対 し､

那覇､ 豊見城､ 勝連､ 平安座 海岸 で は､ 高 い値 を示 して い る｡ 特 に那

覇海岸 で その傾 向 は著 しい｡

図 (-3.6.1) は､ 各海岸 におけ る リー フによ る防 災力 の変 遷 を示 し

て い る｡ この図 によ る と全海 岸で防災力 は減 少 の傾 向 が あ り､ 特 に南

部西海岸 にお いて防災力 の減 少 は顕著 で あ る｡ 1961年 か ら大 幅 に低下

して お り､ 南部東海岸 も同様 の傾 向 にあ る｡ 一 方､ 中部 東海 岸 は､ 19

72年 頃か ら防災力 は低下 して お り､ 近年 の低下 率 は最 も高 い｡ 今後､

増 々 この傾 向 は続 くと思 われ る｡ この よ うな人 口集 中地 区 の海 岸 で防

災力 の著 しい低下 は､ 非常 に危険 で あ る｡ しか し､ 沖縄 県 は､ 小 さな

島国で あ り､ その陸地 面積 が小 さいの は周知 の通 りで あ り､ 埋 立､ 港

湾建設等 の海岸開発 は避 け られ ないのが実状 で あ る｡ 従 って､ 海 岸工

学 的 な面 で の防災力 の向上 が必要 と され る｡
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烹 13.2 各 海 岸 の リ ー フ 面 積 お よ U 防 災 力 の 変 遷

海岸名 リ ー フ 面 接 の 変 遷 (kzil ∫ 各海岸の防災力の変遷 (1921=ユ00)F

･92ユil961 1972 1 975 1983ril961 1972 ユ975 1983

中節酋 34.Oi32.6 32.5 31ー8 31.0上 6! 】 96 94 92

I育部杏 5〇十 37.4廿 .5 81 H 72 69

早悪玉Z 票 - 2十 40車 廿 〇 回 86

頭部.,貰 ... 5ユ.2日 十 巨 i li 98ll 89 H S3 i

北書5潔 26十 .25.7i24.2 23.3帖 6 90 87 I
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買 - 3 ･】 各 堆 域 の リ ー フ 面 秩 お よ U 防 災 力 の 変 遷

リーフの面椎 (kL) も7専任の防 災刀の変造 Hg:J=lOO)

I 192: I )96】 】972 I JS75 I )9F' I lS=】 1 川6】

窮 地 ー 20.3 日 9.9 日 9.8 日 9.三 日 も.0

見方聖 l T _3 ー 7.日 7.日 7.日 6.7 1

亡:節杏拡岸 l 伊江鳥 l 6 . 日 6.日 6.3 t L.lll 5.9 .

･E:久粧 l 5.日 三一日 5.3 t L.3 i 三.2 ;

名 芸 事 こ.3 . 3 .日 3.日 2.7 ー -.,

伊武訂 l S.S i s.6 i s.Sl 5.日 :I

19 7 : ! lS7L F 】S61.

央



結論

本研究 で は､ 沖縄県 の気候特性､ 沖縄本 島 お よび周辺 の島 々 にお け

る海 岸線 の分数 とその延長､ 海岸線 の地形変化及 び各 海岸 にお け る リ

ー フ内面積 を､ 沖縄気象 台 の気象 デー タお よび国土 地理 院発 行 の1/50,

000地形 図 (1921年､ 1961年､ 1972年､ 1975年､ 1983年 別図) を基 に明

らか に した｡ また､ 最 も海 岸 防災 に影響 を及 ぼす もの と思 われ る リー

フ内面積 を取 り上 げ､ 主 に沖縄本 島 の海岸 防災力 の変遷 を検討 した｡

得 られた結果 を要約す ると次 のよ うで あ る｡

(1)沖縄 県 の過去 15年 間 の風 向頻 度 の主 な卓越 方 向 は､ 北 北 東 お

よび北東､ 南西 で あ りその影響 によ り沖縄 の波浪特 性 の推察 が 出来 る｡

す なわ ち､ 卓越 した風 向 と同方 向 の波浪 の発生率 が高 い｡

(2)沖縄本 島 の海岸線 の多 くは､ 砂海岸 か ら人 口海 岸 へ と変 化 し

て きてお り､ その主 な要 因 は､ 道路 設 置 によ る護岸整 備､ 人 口密 集地

域 にお け る埋立 の進行､ お よび港 湾整備 な どが考 え られ る｡

(3)沖縄 本 島 の海岸線 の総延長 は､ 1983年 にお いて625.68kmとな

って お り､ 60年 間で約 58.5km増加 して い る｡

(4)沖縄本 島 の総 リー フ内面積 は､ 1983年 にお いて211.5km 2 とな

って お り､ 60年 間で39.8km 2減少 して い る｡

(5)海岸 港湾構造物 の構築 や沿 岸 の埋立 に伴 う汀線 の沖 側進 出 は､

リー フによる波浪減衰 効 果 の低下 を まわ く｡ そ の際､ リー フの減少 が

海岸 防災力 を低下 す る と断定 す る ことはで ないが､ リー フの未発達 な

海岸 は､ 侵食 され やす い傾 向 にあ る こ とか ら､ リー フ内面積 に よ る防

災力 の評 価 は､ 今後十分 な検討 が必 要 で あ る と言 え る｡

ここで は､ リー フ内面積 の比較 によ る防災力 の変遷 を推察 した きた

が､ 今後 の課題 と して は､ 沖縄県 の過 去 の海岸 災害 資料 と比較 検 討 し､

本研究 の結 果 の妥 当性 を確 か め る必要 があ る と言 え よ う｡
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